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るために，最適政策は critical number policy となるとは限らない口










との報告の終わりに，ゲーム論的接近を考える。特に 2 つの場合を考え， 5.1 節では拒否権のある 2
人 O 和ゲームを扱かう。乙のゲームは最小化プレイヤーによる拒否権を持つ逐次割り当て問題であり，
両プレイヤーに対する最適戦略は，乙のゲームに関連した逐次割り当て問題に対して得られた同じ





確率的逐次割り当て問題の研究は. Hardy-Littlewood -Polya の補題として. 1 9 3 0 年代から




第 2 章で=は部分的観察マ jレコフ (POM) 過程の上の最適割り当てー jobs が level i と size X 1 とをも
っていて . i は推移行列 CPij J の単純マノレコフ連鎖. X1 は cdf Fl (x) をもっ r.v. のとき. level i が
観察できなくて. size Xl だけが観察できる場合を論じている。第 4 章では総数未知の j obs が 1 つず
つ逐次に random に到着する。それははじめは頻々と，そのうちに間遠に到着する。 time -deadline 
が与えられて，それまでに最適割り当てをしなければならない。第 5 章では“Goofspiel"とよばれるカ
ードゲームにおいて，“ center card" を jobs に対応させて考える 2 人 0 和ゲーム論的割り当て問題を
扱っている。著者は乙れらの諸問題においてそれぞれ最適解を見出しているが(定理 2.2. 4.1. 命題
5.2) これらはいずれも既往の結果を拡張する新知見である上に，乙の分野の今後の発展に新らしい視
野を提供するものであり，博士論文に値すると認められる。
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